
平成™›年š月˜�日 金曜日 第œ��˜号官 報
ま
た
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
は
、
平
成
２
年

９
月

1
1日
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
都
市
計
画

と
、
中
央
帯
の
幅
員
等
を
除
き
、
基
本
的
内
容
に

つ
い
て
整
合
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得

ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡

量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利

益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本

件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄

与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
2
0条
第
３

号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４
法
第
2
0条
第
４
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３
\
で
述
べ
た
よ
う
に
、
大
野
目
交
差
点
は
現

道
の
直
進
交
通
が
多
く
、
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
を

中
心
に
交
通
混
雑
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
交
通
混
雑
の
緩
和
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
山
形
市
長
よ
り
、
本
件
事
業
の
早
期
完

成
に
関
す
る
強
い
要
望
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行

す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

]
起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合

理
性本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事

業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の

用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に

つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る

公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第

2
0条
第
４
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５
結
論
以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
各
号

の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第
５
法
第
2
6条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦

覧
場
所
山
形
県
山
形
市
役
所

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
並
び
に
こ
れ
ら
の
土
地
に
接
す

る
河
川
及
び
道
路
の
内
そ
の
接
し
て
い
る
区
間
の
河

川
敷
及
び
道
路
敷
（
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示

第
千
六
百
二
十
二
号
で
指
定
し
た
同
号
二
に
掲
げ
る

土
地
の
区
域
を
除
く
。）

山
梨
県
甲
州
市

塩
山
藤
木

字
大
久
保

二
六
三
番
四

二
六
四
番
二

二
六
五
番
二
及
び
二
六
五
番
三

二
六
七
番
二

二
六
八
番
二

二
六
九
番
三

塩
山
小
屋
敷

字
己
ノ
起

一
七
七
二
番
二

一
七
七
三
番
三

一
七
八
五
番
三

字
山
岸

二
二
五
五
番
二

字
扇
山

二
三
一
三
番
六
二

二
三
一
三
番
三
五
五
か
ら
二
三
一
三
番

三
五
八
ま
で

二
三
二
〇
番
一

二
三
二
〇
番
三

二
四
一
五
番
二

二
四
一
六
番
二

二
四
一
七
番
二

二
四
一
八
番
二

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
八
十
七
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

大
明
神
沢

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
号
を
平

成
二
十
二
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
十
九
号
で
指

定
し
た
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
に
囲
ま

れ
た
土
地
の
区
域

山
梨
県
山
梨
市
牧
丘
町
成
沢

字
堰
口

二
四
四
八
番
一

一
号

一
六
〇
二
番

六
号

字
寄
合
田

一
六
四
〇
番

二
号

一
六
六
五
番

三
号

字
太
平
山

二
〇
五
六
番
七

四
号

二
〇
五
六
番
一

五
号

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

大
久
保
沢

三
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

狐
川
西
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
三

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
か
ら
十
三

号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

山
梨
県
笛
吹
市
境
川
町

前
間
田

字
浅
切

一
六
七
六
番
三

一
号
及
び
二
号

一
六
七
一
番
三

三
号

一
六
七
二
番

四
号
及
び
五
号

一
六
六
九
番
一

九
号
か
ら
十
三
号

ま
で

小
黒
坂

字
手
古
松

二
二
六
八
番
二

六
号

二
二
六
八
番
二
九

七
号
及
び
八
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
八
十
八
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

倉
洞
谷

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
七
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
七
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

岐
阜
県
下
呂
市
小
坂
町
大
垣
内

字
倉
洞

一
九
〇
九
番
一

一
号

一
九
二
〇
番

二
号

一
九
一
八
番

三
号

一
九
二
二
番

四
号
及
び
五
号

字
上
垣
内

一
一
二
五
番

六
号

一
一
二
八
番

七
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
八
十
九
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

山
室
２

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
八
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
八
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

三
重
県
松
阪
市
山
室
町

字
六
條
谷

六
八
九
番
一

一
号

字
権
現
後

七
三
九
番

二
号

字
船
戸
谷

七
四
六
番

三
号

六
七
九
番

四
号

六
七
六
番

五
号
及
び
六
号

六
七
五
番

七
号

字
西
石
ヶ
谷

六
七
〇
番

八
号

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

ひ
の
谷
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
八
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
八
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

三
重
県
松
阪
市
飯
高
町
富
永

字
Ë
ノ
谷

九
四
一
番

一
号
及
び
八
号

九
四
一
番
一

二
号
及
び
七
号

九
四
〇
番

四
号
か
ら
六
号
ま
で

字
檜
垣
内

九
四
五
番

三
号

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

入
道
洞

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
九
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
九
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

岐
阜
県
関
市
西
神
野

字
鮎
取

八
九
番
二

一
号

字
入
道
洞

八
八
番
一

二
号
か
ら
四
号
ま
で

八
三
番
二

五
号

八
〇
番
一

六
号

七
八
番
一

七
号

七
八
番
二

八
号

字
抜
`

五
九
番
二

九
号

三
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

七
郎
谷

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

岐
阜
県
飛
騨
市
古
川
町
中
野

字
錠
場
平

一
二
番
一
二

一
号

字

り
洞

一
三
番
一

二
号

字
床
滑

五
八
番
二

三
号

字
大
洞
平

九
二
番
一

四
号

九
四
番
一

五
号

九
九
番
一

六
号
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